
新成人たちは、格好いいスーツ姿や華やかな着物姿で
成人式に出席し、会場はとても華やかな雰囲気に包ま
れていました。
式典では、新成人の代表3名が抱負を述べ、司会進行
も新成人が行いました。
皆さんのこれからのご活躍を期待しています！

石井町成人式（１月２日・中央公民館）

『文字放送』　　　（石井有線テレビ）　毎日
『石井町政だより』（徳島新聞・ホームページ）　　毎月第３火曜日
『ホームページ』　　http://www.town.ishii.lg.jp/

総　数　26,909 人・男　12,826 人・女　14,083 人・世帯数 9,450 世帯　平成 20 年 1 月 1 日現在

石井町の広報

町民のうごき

消防出初め式
議会だより
お知らせ
税務課からのお知らせ
健康メモ
石井町の台所事情
ふれあい広場
後期高齢者医療

主　な　内　容
…………………………2P〜 3P
……………………………3P〜 5P
………………………………5P〜 7P

………………………8P
………………………………………9P

…………………10P 〜 11P
………………………12P 〜 13P
……………………………14P
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
平

成
20
年
の
新
春
を
清
々
し
く
お
迎

え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
中
は
、
町
政
の
様
々
な
分

野
に
わ
た
り
、
温
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
安
倍
内
閣
か
ら
福
田

内
閣
へ
と
政
権
は
変
わ
り
ま
し
た

が
、
厚
生
労
働
省
の
年
金
・
薬
害

問
題
及
び
防
衛
省
の
業
者
選
定
問

題
等
に
よ
り
、
国
民
は
政
治
不
信

を
抱
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
安
倍

内
閣
、
福
田
内
閣
と
も
に
小
泉
内

閣
が
進
め
て
き
た
「
改
革
」
路
線

を
継
承
し
、
国
の
構
造
改
革
、
財

政
改
革
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
は

益
々
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
、
国
も
地
方

も
無
駄
を
な
く
し
、
ガ
ラ
ス
張
り

の
政
治
を
行
う
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
硬
直
化
す

る
財
政
事
情
に
あ
っ
て
、
健
康
で

快
適
な
生
活
が
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
や
障
害
者
福
祉
、

教
育
環
境
の
充
実
、
道
路
や
排
水

な
ど
社
会
基
盤
の
整
備
、
南
海
地

震
対
策
に
向
け
た
学
校
・
公
共
施

設
の
耐
震
化
事
業
な
ど
山
積
す
る

行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
員
が
一
丸

と
な
り
、
社
会
情
勢
の
急
激
な
変

化
や
多
様
化
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
主
体
的
、
自
主
的
に
取
り
組
み
、

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
変
わ

ら
ぬ
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　

１
月
６
日
（
日
）
に
石
井
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
新
春
恒
例
の
消

防
出
初
め
式
が
行
わ
れ
、
消
防
団

員
ら
２
４
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

永
年
消
防
活
動
等
に
功
労
の

あ
っ
た
団
員
ら
に
表
彰
状
や
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次
の
方
々

で
す
。（
敬
称
略
）

●
徳
島
県
知
事
表
彰

【
個
人
表
彰
】

名
西
消
防
組
合　

消
防
司
令

　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

雅
俊

浦
庄
分
団　

副
分
団
長 

　
　
　
　
　
　
　
　

天
羽　

啓
二

高
川
原
分
団
第
５
部 

班
長　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

久
米　

博
文 

消防出初め式平成20年

年
頭
の

　
　

ご
あ
い
さ
つ

石
井
町
長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
し
い
年

の
始
ま
り
を
お
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
自
然
環
境
の
変
化
や

天
候
異
変
な
ど
に
よ
っ
て
、
全
国

各
地
で
最
高
気
温
を
塗
り
替
え
る

記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
が
明
る
い
一
年
に
な
り
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
・

権
限
移
譲
を
基
本
と
す
る
地
方
分

権
改
革
は
、
地
方
の
行
財
政
運
営

を
自
主
・
自
立
さ
せ
る
た
め
不
可

欠
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

実
現
に
至
る
ま
で
最
大
限
の
努
力

を
傾
注
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
下
の
町
村
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
に
加
え
、
地
域
経
済
も
景
気
回

復
を
実
感
で
き
る
ま
で
に
至
ら
な

い
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

都
市
と
町
村
の
地
域
間
格
差
も
ま

た
急
速
に
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

　

石
井
町
も
現
在
厳
し
い
行
財
政

運
営
を
迫
ら
れ
て
お
り
、
先
の
選

挙
で
議
会
議
員
も
定
数
削
減
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
が
、
夢
や
希
望

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
個
性
豊

か
で
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
も
、
最

大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ま
の
声
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
ご
期
待
に
添
え

る
よ
う
努
力
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
明
る
く
楽
し
く
元

気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

石
井
分
団
第
４
部　

喜
多　

俊
夫

浦
庄
分
団
第
１
部　

岩
佐
伸
一
郎

●
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

浦
庄
分
団
第
１
部　

小
泉　

暢
治

藍
畑
分
団
第
６
部　

井
内　

孝
明

高
川
原
分
団
第
３
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

柏
木　

友
晴

高
川
原
分
団
第
５
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

武
富　

宣
茂

【
精
績
章
】

石
井
分
団
第
１
部　

班
長

　
　
　
　
　
　
　
　

久
米　

直
樹

浦
庄
分
団
第
１
部　

林　
　

和
正

高
原
分
団
第
３
部　

片
保　

好
弘

高
原
分
団
第
４
部　

池
北　

哲
也

藍
畑
分
団
第
６
部　

増
田　

哲
也

高
川
原
分
団
第
１
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

以
西　

克
敏

高
川
原
分
団
第
２
部

　
　
　
　
　
　
　
　

井
内　
　

功

●
徳
島
県
消
防
協
会
名
西
地
方
分

会
長
表
彰

高
原
分
団
第
１
部　

班
長 

　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

弘
司

石
井
分
団
第
２
部　

仁
木　

経
隆

浦
庄
分
団
第
３
部　

班
長

　
　
　
　
　
　
　
　

外
山　

健
司

浦
庄
分
団
第
４
部　

山
本　

猛

藍
畑
分
団
第
１
部　

高
力　

治

藍
畑
分
団
第
３
部　

班
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

丁
子　

哲
也

藍
畑
分
団
第
４
部　

瀬
部　

敦
士

石
井
町
議
会
議
長
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議
会
だ
よ
り

　

平
成
19
年
第
４
回
定
例
町
議

会
を
12
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で

の
９
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま

し
た
。
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

●
石
井
町
母
子
福
祉
年
金
支
給

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
か
ら
母
子
福
祉

年
金
の
支
給
を
廃
止
す
る
た
め
、

本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
の
制
定

●
石
井
町
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
20
年
度
か
ら
乳
幼
児
等
医

療
費
助
成
事
業
の
支
給
対
象
年
齢

を
改
正
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
及
び
徳
島
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
本
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

●
石
井
町
企
業
職
員
の
給
与
の
種

類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
重
度
心
身
障
害
者
等
に

対
す
る
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

補　
正　
予　
算

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
補
正
額

△
六
、
五
九
八
万
九
千
円

　
予
算
の
総
額

七
四
億
三
、
一
三
九
万
八
千
円

　
主
な
歳
出
の
内
容

•
退
職
手
当
組
合
負
担
金

　
　
　
　

五
、
七
三
五
万
九
千
円

•
旧
老
人
ホ
ー
ム
施
設
解
体
事
業

　
　
　
　

二
、
三
三
〇
万
八
千
円

•
児
童
手
当　

二
、
〇
〇
五
万
円

•
町
道
高
原
33
号
線
改
良
事
業　

　
　
　
　
　
　
　

△
一
億
一
万
円

•
給
与
費
及
び
共
済
費

　
　
　

△
八
、
一
七
三
万
六
千
円

•
道
路
新
設
改
良
に
係
る
県
営
事

業
負
担
金　
　
　

△
九
〇
〇
万
円

　
主
な
歳
入
の
内
容

•
普
通
交
付
税

　
　

一
億
七
、
九
三
三
万
八
千
円

•
町
民
税
及
び
固
定
資
産
税
現
年

課
税
分　
　
　

五
、
一
〇
〇
万
円

•
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　

△
二
億
七
、
四
八
八
万
一
千
円

•
地
方
道
路
交
付
金
事
業
国
庫
補

助
金　
　
　

△
五
、
五
〇
〇
万
円

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

　
補
正
額

一
億
八
、
二
七
一
万
九
千
円

　
予
算
の
総
額

二
九
億
五
、
九
〇
〇
万
六
千
円

　
主
な
歳
出
の
内
容

•
保
険
給
付
費

　
　

一
億
五
、
二
六
三
万
九
千
円

•
老
人
保
健
拠
出
金

　
　
　
　

三
、
一
二
二
万
五
千
円

　
主
な
歳
入
の
内
容

•
前
年
度
繰
越
金

　
　

一
億
一
、
〇
九
二
万
七
千
円

•
療
養
給
付
費
国
庫
負
担
金

　
　
　
　

三
、
二
七
〇
万
六
千
円

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

　

歳
入
歳
出
既
決
予
算
額
31
億
円

内
で
予
算
の
組
み
替
え
を
行
い
ま

し
た
。

藍
畑
分
団
第
５
部　

浜
口　

裕
太

高
川
原
分
団
第
１
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

臼
木　

唯
文

●
石
井
町
長
表
彰

高
川
原
分
団
第
５
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　
　

勝

浦
庄
分
団
第
２
部　

班
長

　
　
　
　
　
　
　
　

東
尾　

浩
英

浦
庄
分
団
第
４
部　

後
藤　

鉄
二

浦
庄
分
団
第
５
部　

内
藤　

泰
典

高
原
分
団
第
３
部　

猪
口　

幸
治

高
川
原
分
団
第
１
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

井
内　

徳
弘

高
川
原
分
団
第
４
部　

班
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

宗
仁

●
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

元
藍
畑
分
団
第
５
部　

部
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
鹿　
　

勝

元
石
井
分
団
第
２
部　

班
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

福
島　

茂
樹

元
石
井
分
団
第
２
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
城　

俊
介

元
石
井
分
団
第
３
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

匡
範

元
石
井
分
団
第
４
部　

班
長

　
　
　
　
　
　
　
　

永
田　

心
吾

元
石
井
分
団
第
７
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

嘉
昭

元
石
井
分
団
第
７
部

　
　
　
　
　
　
　
　

大
栗　

禎
男

元
浦
庄
分
団
第
１
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

上
杉　

一
洋

元
浦
庄
分
団
第
２
部　

部
長

　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

敏
寛

元
浦
庄
分
団
第
２
部

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
昭

元
浦
庄
分
団
第
４
部

　
　
　
　
　
　
　
　

西
内　

正
勝

元
浦
庄
分
団
第
４
部

　
　
　
　
　
　
　
　

新
井　

光
次

元
高
原
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　

犬
伏　

淳
一

元
高
原
分
団
第
３
部

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内　

正
仁

元
高
原
分
団
第
３
部

　
　
　
　
　
　
　
　

多
田　

光
晴

元
藍
畑
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　

澤
野　

史
明

元
藍
畑
分
団
第
４
部

　
　
　
　
　
　
　
　

記
本　

浩
徳

元
高
川
原
分
団
第
１
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

清
重　

幸
則

元
高
川
原
分
団
第
５
部　

　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

耕
志

●
石
井
警
察
署
長
感
謝
状

（
防
犯
功
労
）

高
原
分
団　

副
分
団
長 

　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　

政
男

藍
畑
分
団　

副
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　

高
木　
　

啓

石
井
分
団
第
４
部　

部
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
成　

道
明

　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）
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　　　　会計名

区　分　　　　
一般会計

特　　　別　　　会　　　計

国民健康保
険特別会計

老人保健
特別会計

住宅新築資
金等貸付事
業特別会計

給与集中
管理特別
会　　計

介護保険
特別会計

歳　入　総　額 7,673,221 2,759,637 2,924,537 29,125 1,436,633 1,994,276

歳　出　総　額 7,403,544 2,597,709 2,908,852 26,689 1,436,633 1,906,799

歳入歳出差引額 269,677 161,928 15,685 2,436 0 87,477

繰越明許費繰越額
（翌年度へ繰り越すべき財源） 17,770 0 0 0 0 1,419

実 質 収 支 額 251,907 161,928 15,685 2,436 1,436,633 86,058

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
給
与
集

中
管
理
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

　
補
正
額

△
六
、
〇
六
六
万
九
千
円

　

予
算
の
総
額

一
四
億
九
三
一
万
二
千
円

　
主
な
歳
出
の
内
容

•
給
料

　
　
　

△
四
、
七
二
六
万
九
千
円

•
職
員
手
当
等

　
　
　

△
一
、
三
六
一
万
二
千
円

　
歳
入
の
内
容

•
給
与
振
替
収
入

　
　
　

△
六
、
〇
六
六
万
九
千
円

●
平
成
十
九
年
度
石
井
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

　
補
正
額

△
二
〇
四
万
五
千
円

　
予
算
の
総
額

二
〇
億
八
、
九
一
八
万
八
千
円

　
歳
出
の
内
容

•
職
員
給
与
費

　
　
　
　
　

△
二
〇
四
万
五
千
円

　
歳
入
の
内
容

•
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　

△
二
〇
四
万
五
千
円

●
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　

宅
地
開
発
内
の
道
路
を
町
道
に

認
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
道
路

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

●
町
道
の
変
更
に
つ
い
て

　

宅
地
開
発
内
の
道
路
を
町
道
に

認
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
町
道
の

路
線
の
変
更
が
生
じ
た
た
め
、
道

路
法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

●
石
井
町
監
査
委
員
選
任
の
同
意

に
つ
い
て

　

平
成
19
年
８
月
31
日
付
け
で
前

任
者
が
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
後
任
に
近
藤
忠
夫
氏
を
選
任

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
４
月
30
日
付
け
で
前

任
者
が
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
後
任
に
石
川
一
郎
氏
を
任
命

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
８
月
31
日
付
け
で
前

任
者
が
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
後
任
に
村
山
一
行
氏
を
任
命

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
12
月
24
日
付
け
で
前

任
者
が
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
後
任
と
し
て
清
重
泰
良
氏
を

任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。請　

　
　
　
願

　

不
採
択

●
非
核
日
本
宣
言
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
に
関
す
る
請
願
書

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

求
め
る
請
願
書

●
教
育
条
件
の
整
備
に
関
す
る
請

願
書

●
児
童
扶
養
手
当
減
額
の
見
直
し

を
求
め
る
請
願
書

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す

る
請
願

●
医
師
・
看
護
師
な
ど
を
大
幅
に

増
員
す
る
た
め
の
法
改
正
を
求
め

る
請
願

●
国
の
責
任
で
「
消
え
た
年
金
」

問
題
を
早
急
に
解
決
す
る
こ
と
及

び
最
低
保
障
年
金
制
度
の
実
現
を

求
め
る
請
願

●
公
的
年
金
控
除
、
老
年
者
控
除
、

定
率
減
税
の
縮
小
・
廃
止
を
や
め
、

も
と
に
戻
す
請
願

そ　
の　
他

人　
　
　
　
事

平 成 1 8 年 度 決 算
町行政全般をまかなう一般会計の平成18年度決算額は、歳入総額76億7,322万 1千円、
歳出総額74億354万 4千円で、歳入歳出差し引き2億6,967万 7千円の黒字でした。

（単位：千円）
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●
子
育
て
支
援

　

乳
幼
児
医
療
制
度
は
、
対
象

年
齢
が
０
歳
～
７
歳
未
満
児
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
20
年

４
月
１
日
よ
り
町
単
独
事
業
と
し

て
、
助
成
対
象
年
齢
を
通
院
・
入

院
と
も
に
９
歳
未
満
ま
で
拡
充

し
、
医
療
費
負
担
を
軽
減
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を

応
援
す
る
た
め
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
平
成
20
年
度

よ
り
徳
島
市
、
小
松
島
市
、
勝
浦

郡
、
名
西
郡
、
名
東
郡
内
の
市
町

村
と
広
域
実
施
す
る
予
定
で
す
。

●
学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て

　

放
課
後
等
の
子
ど
も
た
ち
の
適

切
な
遊
び
場
や
生
活
の
場
を
確
保

す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
よ
り
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
を
石
井
小
学

校
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
整
備

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
町
内
す
べ
て
の
学
校
施
設

に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
不
測
の
事
態
に
備

え
る
た
め
、
教
職
員
と
保
護
者
等

を
対
象
と
し
た
救
命
講
習
会
の
実

施
を
各
学
校
単
位
で
計
画
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
役
場
庁
舎
に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
、
職
員
を
対
象
に
石
井

消
防
署
に
お
い
て
救
命
救
急
法
の

講
習
会
・
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

75
歳
以
上
の
者
が
加
入
す
る
新

た
な
医
療
制
度
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
が
平
成
20
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
19
年
11
月

の
広
域
連
合
の
臨
時
議
会
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
条

例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

事
業
実
施
に
係
る
事
務
処
理
等
に

つ
い
て
、
広
域
連
合
と
市
町
村
間

に
お
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
制
度
施
行
に
向
け
た

関
係
条
例
案
、
ま
た
平
成
20
年
度

予
算
案
等
に
つ
い
て
、
２
月
の
広

域
連
合
議
会
に
諮
ら
れ
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
建
設
課
関
係
の
事
業

　

都
市
・
地
域
整
備
局
所
管
補
助

事
業
石
井
駅
山
路
線
街
路
新
設
事

業
に
つ
い
て
は
、
国
道
１
９
２
号

線
か
ら
石
井
駅
前
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
改
善
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省

と
協
議
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
、

そ
の
協
議
が
整
い
、
舗
装
工
事

（
町
道
側
延
長
１
８
４
ｍ
・
国
道

側
延
長
１
４
０
ｍ
・
契
約
金
額
１
，

８
７
７
万
４
千
円
）
を
発
注
し
、

年
度
内
に
供
用
を
暫
定
的
に
開
始

す
る
予
定
で
す
。

　

国
土
交
通
省
道
路
局
所
管
補
助

事
業
と
し
て
幹
線
道
路
の
整
備
を

進
め
て
い
る
町
道
高
原
33
号
線
改

良
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
休
止

の
決
定
で
予
算
を
修
正
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
元

関
係
者
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
再

開
を
前
提
と
し
て
、
関
係
機
関
へ

の
働
き
か
け
を
一
層
強
化
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
入
札
の
改
善

　

特
定
の
業
者
に
事
業
の
発
注
が

集
中
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

入
札
の
改
善
を
行
い
「
公
平
・
公

正
な
入
札
」
を
目
指
し
ま
す
。
現

在
ま
で
の
、
入
札
の
落
札
率
は

70
％
台
を
前
後
で
推
移
し
、
健
全

な
入
札
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
第
22
回
国
民
文
化
祭
・
と
く

し
ま
２
０
０
７
」
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
11
月
３
日
に
石
井
中

学
校
体
育
館
で
開
催
し
た
「
民
俗

芸
能
の
祭
典
・
獅
子
舞
」
に
は
、

県
外
９
団
体
・
県
内
10
団
体
の
参

加
が
あ
り
、
町
内
か
ら
は
石
井
町

無
形
文
化
財
の「
高
川
原
勇
獅
子
」

が
参
加
し
熱
演
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
体
育
館
東
側
で
石
井

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
同
時
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
、

会
場
は
大
盛
況
で
し
た
。

　

本
大
会
の
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
さ
ま

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
補
修

　

前
山
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

補
修
工
事
は
、
１
面
は
従
来
通
り

の
人
工
芝
に
よ
る
コ
ー
ト
で
施
工

し
、
残
り
２
面
は
ハ
ー
ド
コ
ー
ト

で
補
修
し
て
い
ま
す
。
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
を
３
面
同
時
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
工
事
を
発
注
し
て
い
ま

す
。

●
い
し
い
ド
ー
ム
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
３
月
末
で
廃
止
し
て

い
た
無
料
送
迎
バ
ス
を
、
運
営
業

務
を
委
託
し
て
い
る
岡
田
企
画
株

式
会
社
が
、
運
行
に
関
す
る
費
用

を
自
己
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

平
成
19
年
11
月
13
日
か
ら
町
内
と

国
府
町
の
西
部
地
域
を
巡
回
経
路

の
範
囲
と
し
て
運
行
を
再
開
し
て

い
ま
す
。

●
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　

い
し
い
ド
ー
ム
や
中
央
公
民
館

の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
向

け
て
、
行
政
内
部
の
検
討
が
必
要

な
た
め
総
務
課
、
社
会
教
育
課
、

建
設
課
、
企
画
調
整
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
の
関
係
職
員
が
連
携
し
、

他
市
町
村
の
現
状
等
を
調
査
し
、

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
を
重
ね

少
し
ず
つ
で
す
が
着
実
に
進
め
て

い
ま
す
。

石
井
町
議
会
の

　
テ
レ
ビ
放
映
に
つ
い
て

　

石
井
町
議
会
は
、
こ
れ
ま
で

町
長
の
所
信
表
明
の
み
を
石
井

有
線
放
送
で
放
映
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
19
年
第
４
回
定
例

町
議
会
よ
り
、
議
案
説
明
・
一

般
質
問
・
議
案
審
議
に
つ
い
て

も
石
井
有
線
放
送
で
放
映
を
始

め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
放
送
大
学
学
生
募
集

　
　
　
　
　
　
平
成
20
年
４
月

　　

マ
イ
ペ
ー
ス
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
）
で
自
宅
学
習
で
き
ま
す
。

１
科
目
か
ら
で
も
学
べ
ま
す
。

出
願
受
付
期
限

（
教
養
学
部
・
大
学
院
《
選
科
生
・

科
目
生
》）

２
月
29
日
（
金
）
必
着

※
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
６
０
２―

０
１
５
１

お 知 ら せ

imformation

募

集

町
政
の
概
要
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最 低 賃 金 名 金　額 効 力 発 生 日
徳島県最低賃金 625円 平成19年10月21日
紡績・織物業 652円 平成15年12月21日
造作材・合板・
建築用組立材料製造業 762円 平成19年12月21日

一般機械器具製造業 779円 平成19年12月21日
電気機械器具、情報通
信機械器具、電子部品
・デバイス製造業

733円 平成19年12月21日

内　　容 罰　則

分別解体等
の実施

対象建設工事の届出 20 万円
対象建設工事の変更の届出 20 万円
対象建設工事の届出等に係る変更命令 30 万円
分別解体等義務の実施命令 50 万円

再資源化等
の実施

発注者への報告の記録 10 万円（過料）
再資源化等義務の実施命令 50 万円

解体工事業

登録 懲役 1 年 50 万円
登録更新 懲役 1 年 50 万円
変更の届出 30 万円
廃業等の届出 10 万円（過料）
登録取り消し等の場合における
解体工事の措置 20 万円

技術管理者の設置 20 万円
標識の掲示 10 万円（過料）
帳簿 10 万円（過料）
立入検査 20 万円
報告の徴収 20 万円
事業停止命令 懲役 1 年 50 万円

雑則 報告の徴収 20 万円
立入検査 20 万円

工 事 の 種 類 規模の基準

建築物の解体 延べ床面積80㎡

建築物の解体新築・増築 延べ床面積500㎡

建築物の修繕・模様替等
（リフォーム等） 工事金額1億円

その他の工作物に関する工事
（土木工事業等） 工事金額500万円

紙面づくりに
　　　ご協力ください！

　
　
広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
『
広
報
い
し
い
』
を
は
じ
め
と

す
る
石
井
町
が
行
う
広
報
を
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
た
め
、
広
報
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
方
（
平

成
19
年
度
に
モ
ニ
タ
ー
を
さ
れ
て

い
る
方
も
継
続
し
て
応
募
で
き
ま

す
。）

募
集
人
員　
10
名
程
度

活
動
内
容　
石
井
町
の
広
報
事
業

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間　
平
成
20
年
４
月
～

　
　
　
　
　
　
平
成
21
年
３
月

申
込
方
法　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
９―

３
２
９
５

企
画
財
政
課　
広
報
モ
ニ
タ
ー
係

電
話
で
も
受
付
し
ま
す
。

申
込
期
限　
２
月
29
日
（
金
）

※
企
画
財
政
課

　
　
　
　

℡
６
７
４―

７
５
０
１

　
　
国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高

校
や
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
な

ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま

を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　
学
生
・
生
徒
１
人
あ
た

り
２
０
０
万
円
以
内

利
率　
年
２
・５
％

（
平
成
19
年
11
月
28
日
現
在
）

返
済
期
間　
10
年
以
内

※
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル

　

セ
ン
タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
５
７
０―
０
０
８
６
５
６

国
民
生
活
金
融
公
庫
徳
島
支
店

　
　
　
　

℡
６
２
２―

７
２
７
１

　
環
境
保
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

て
、
煙
や
臭
い
で
困
っ
て
い
る
」、

「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い
て
困
っ

て
い
る
」
な
ど
野
焼
き
に
関
す
る

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
（
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
）

は 

一
部
の
例
外
を
除
き
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
法
律
で
罰
せ

ら
れ
ま
す
。
地
面
に
穴
を
掘
っ
て

の
焼
却
、
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク

囲
い
で
の
焼
却
な
ど
は
野
焼
き
と

同
じ
で
す
。
周
辺
住
民
へ
の
迷
惑
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
有
害
物
質

の
発
生
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
共
葬
墓
地
の
美
化
に
つ
い
て

　

墓
地
敷
地
内
に
、
ゴ
ミ
が
散
乱

し
て
い
る
た
め
環
境
衛
生
的
に
良

く
な
い
と
い
っ
た
苦
情
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
墓
地
の
美
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
福
祉
生
活
課

　
　
　
　

℡
６
７
４―

１
１
１
６

　
徳
島
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

　
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
を

　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

建
物
を
壊
す
と
き
は
、
事
前
に

知
事
に
届
け
出
が
必
要
っ
て
知
っ

て
い
ま
し
た
か
？
建
物
を
建
て
る

時
に
建
築
申
請
が
必
要
な
よ
う
に

壊
す
と
き
に
も
届
出
が
必
要
で
す
。

届
出
を
し
な
い
と
20
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

※
川
島
土
木
事
務
所

℡
０
８
８
３―

２
６―

３
７
１
４

※
徳
島
労
働
局

　
　
　
　

℡
６
５
２―

９
１
６
５

＜分別解体等及び再資源化等が義務づけられている工事＞

暮

ら

し



（7） 広　報　い　し　い 平成 20 年 1 月 27 日　第 141 号

　
年
金
記
録
を
届
け
ま
す

　

基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
約
５
，
０
０
０
万
件
の
記

録
と
の
名
寄
せ
（
氏
名
・
性
別
お

よ
び
生
年
月
日
の
突
き
合
わ
せ
）

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の

皆
さ
ま
に
、
平
成
19
年
12
月
以
降
、

順
次
、
加
入
履
歴
（
ね
ん
き
ん
特

別
便
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

《
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》

①
記
録
が
結
び
つ
く
と
思
わ
れ
る

年
金
受
給
権
者
及
び
被
保
険
者
へ

　

平
成
19
年
12
月
～

　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
３
月

②
結
び
つ
く
記
録
が
な
い
と
思
わ

れ
る
年
金
受
給
権
者
へ

　
　
　

平
成
20
年
４
月
～
５
月

③
結
び
つ
く
記
録
が
な
い
と
思
わ

れ
る
被
保
険
者
へ

　
　
　

平
成
20
年
６
月
～
10
月

★
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
本
格
実
施

　
　
　

平
成
21
年
４
月
～

※
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０―

０
５
８―

５
５
５

　
自
販
機
で
の
た
ば
こ
購
入

　
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

四
国
４
県
で
は
、
未
成
年
者
喫

煙
防
止
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
本
年
５
月
よ
り
自
販
機
で
の
た

ば
こ
購
入
に
専
用
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

「taspo

（
タ
ス
ポ
）」
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

２
月
か
ら
カ
ー
ド
の
申
込
受
付
を

開
始
し
ま
す
。
申
込
書
は
、
た
ば
こ

販
売
店
店
頭
な
ど
で
入
手
で
き
ま
す
。

年
会
費
・
手
数
料
は
無
料
で
す
。

※taspo

ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
１
２
０―

２
２
２―
１
８
０

　
　
　

http://w
w

w.taspo.jp/

　
ご
存
じ
で
す
か

　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
ま

た
は
重
度
後
遺
障
害
者
と
な
ら
れ

た
場
合
に
、
交
通
遺
児
等
へ
の
育

成
資
金
貸
付
と
重
度
後
遺
障
害
者

へ
の
介
護
料
支
給
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

対
象
者
や
金
額
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
徳
島
支
所

　
　
　
　

℡
６
３
１―

７
７
９
９

　
新
農
業
者
年
金
に
加
入
し
よ
う

メ
リ
ッ
ト
１　
少
子
高
齢
化
を
先

取
り
し
た
、
将
来
の
年
金
支
給
に

必
要
な
年
金
原
資
を
加
入
者
自
身

で
積
み
立
て
て
い
く
「
積
み
立
て

方
式
」
で
、
財
政
上
安
定
し
た
制

度
で
す
。

　

な
お
、
年
金
給
付
額
は
、
加
入

者
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
に
よ
り
額
が
決
定
す
る
「
確
定

拠
出
型
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
２　
農
業
者
年
金
は
、

農
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
と
い

う
農
業
政
策
の
柱
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
関
係
で
、
認
定
農
業
者

や
青
色
申
告
者
等
の
意
欲
あ
る
担

い
手
に
対
し
て
、
国
か
ら
の
政
策

支
援
と
し
て
の
保
険
料
助
成
が
あ

る
唯
一
の
政
策
年
金
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
３　
納
付
し
た
保
険
料

の
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
４　
死
亡
の
場
合
に
は
、

80
歳
ま
で
受
け
取
る
予
定
で
あ
っ

た
年
金
額
が
一
時
金
と
し
て
支
払

わ
れ
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
５　

月
額
保
険
料
は

２
万
円
（
通
常
保
険
料
）
か
ら
千

円
刻
み
で
最
高
６
万
７
千
円
ま
で

自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

※
農
業
委
員
会

　
　
　
　

℡
６
７
４―

７
５
０
７

　
ご
自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

視
覚
障
害
者
等
情
報
支
援
緊
急

基
盤
整
備
事
業
に
よ
り
、
視
覚
・

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
情
報
支

援
の
た
め
、
住
民
課
・
中
央
公
民

館
図
書
室
に
「
音
声
・
拡
大
読
書

機
よ
む
べ
え
」
を
、
福
祉
生
活
課

に
「
活
字
文
書
読
み
上
げ
装
置
ス

ピ
ー
チ
オ
」「
携
帯
型
拡
大
読
書

器
ル
ッ
キ
ー
」
を
、
福
祉
生
活
課
、

住
民
課
、
長
寿
社
会
課
に
「
助
聴

器
」
を
、各
課
窓
口
に
「
筆
談
器
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
支
援
機
器
は
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
情
報
支
援
に
も

幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

役
場
や
中
央
公
民
館
へ
お
越
し

の
際
は
、
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ

さ
い
。

※
福
祉
生
活
課

　
　
　
　

℡
６
７
４―

１
１
１
６

　

平
成
19
年
12
月
５
日
に
、
清
掃

セ
ン
タ
ー
の
焼
却
灰
、
飛
灰
、
排

気
ガ
ス
等
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
検
査

を
行
う
た
め
の
サ
ン
プ
ル
採
取
を

住
民
立
ち
会
い
の
も
と
実
施
し
ま

し
た
。
検
査
結
果
は
、
次
回
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
６
７
４―

６
８
４
２

▲taspoカード

▲よむべえ

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ
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税
務
課
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

確
定
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に

　

所
得
税
の
確
定
申
告
及
び
贈
与

税
の
申
告
は
、
３
月
17
日
（
月
）

が
申
告
・
納
付
の
期
限
で
す
。

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
確
定
申
告
は
、
３

月
31
日
（
月
）
が
申
告
・
納
付
（
税

務
署
）
の
期
限
で
す
。

　

申
告
書
は
ご
自
分
で
書
い
て
、

で
き
る
だ
け
郵
送
等
で
税
務
署
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
納
期
限

ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、

確
実
に
振
替
納
付
が
で
き
る
よ
う

残
高
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 【
本
年
の
口
座
振
替
日
】

　

所
得
税　
　

４
月
22
日
（
火
）

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　

４
月
24
日
（
木
）

　

所
得
税
が
か
か
ら
な
い
方
も
、

住
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
計

算
に
必
要
で
す
の
で
、
通
知
し
た

日
時
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
注
意　

原
則
と
し
て
決
め
ら
れ

た
相
談
日
に
申
告
相
談
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
都
合
に
よ

り
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
申
告
期

間
中
の
受
付
時
間
内
で
あ
れ
ば
、

各
地
区
別
に
関
係
な
く
申
告
相
談

を
受
付
し
ま
す
。

　
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

  （
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
）

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が

減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
平
成
11
年
か
ら
平
成
18

年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る

方
で
、
平
成
19
年
分
の
所
得
税
か

ら
控
除
し
き
れ
な
い
額
が
発
生
し

た
場
合
、
３
月
17
日
ま
で
に
、
平

成
20
年
１
月
１
日
現
在
お
住
ま
い

の
市
町
村
へ
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
申
告
書
を
提
出
す
る
こ

申
告
相
談
日 （
土
日
を
除
く
）

○
藍
畑
地
区　
２
月
18
・
19
日

○
高
原
地
区　
２
月
20
～
22
日

○
高
川
原
地
区
２
月
25
～
28
日

○
石
井
地
区

【
旧
石
井
・
重
松
】
２
月
29
日

　
　
　
　
　
　

３
月
３
～
６
日

【
城
ノ
内
・
白
鳥
・
尼
寺
・
内
谷
】

　
　
　
　
　
　

３
月
７
・
10
日

と
に
よ
り
、翌
年
度
の
住
民
税（
所

得
割
）
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

申
告
書
提
出
方
法

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
方

　

源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
市
町

村
へ
提
出

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

　

確
定
申
告
書
と
と
も
に
税
務
署

へ
提
出

　
年
金
受
給
者
等
に
対
す
る
確
定

　
申
告
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

徳
島
税
務
署
・
税
務
課
で
は
公

的
年
金
等
を
も
ら
っ
て
い
る
方
を

対
象
と
し
た
申
告
相
談
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と
き　
２
月
４・５
日 

 　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

必
要
書
類

①
申
告
書
用
紙
（
事
前
に
送
付
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
当
日
交
付
し

ま
す
。）
／
②
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
、
公
的
年
金
以
外
に
収

入
の
あ
る
方
は
そ
の
所
得
の
計
算

に
必
要
な
も
の
（
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票
な
ど
）
／
③
生
命
保
険

料
、
地
震
保
険
料
の
支
払
証
明
書

／
④
国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
額

の
分
か
る
書
類
／
⑤
国
民
年
金
保

険
料
等
の
支
払
を
し
た
旨
を
証
す

る
書
類
（
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
な
ど
）

／
⑥
医
療
費
の
領
収
書
（
原
則
と

し
て
、
平
成
19
年
中
に
実
際
に
支

出
し
た
医
療
費
が
10
万
円
を
超
え

る
方
）
／
⑦
印
鑑
、
預
金
口
座
番

号
（
申
請
名
義
人
の
も
の
に
限
り

ま
す
。）
が
分
か
る
も
の
／
⑧
筆

記
用
具
、
計
算
用
具
な
ど

※
税
務
課

　
　
　
　

℡
６
７
４―

１
１
１
５

　
徳
島
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は

　
「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」
で
す

確
定
申
告
会
場

　

ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
３
階

　
　
　
　
　
　

第
２
特
別
会
議
室

受
付
期
間

２
月
１
日（
金
）～
３
月
17
日（
月
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
日
祝
日
除
く
。
た
だ
し
、
２

月
24
日
、
３
月
２
日
の
日
曜
日
は

確
定
申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受

付
が
行
わ
れ
ま
す
。）

◎
こ
の
間
は
、
徳
島
税
務
署
庁
舎

内
に
確
定
申
告
会
場
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
無

料
駐
車
場
が
利
用
で
き
な
い
場
合

は
、
有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
よ
う
で

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
徳
島
税
務
署

　
　
　
　

℡
６
２
２
ー
４
１
３
１

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
作
成

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

所
得
税
、
贈
与
税
及
び
個
人
事
業

者
の
消
費
税
（
地
方
消
費
税
を
含

む
）
の
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ

ス
テ
ム
）
を
使
え
ば
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
申
告
、
申
請
・

届
出
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除

　

本
人
の
電
子
署
名
及
び
電
子
証

明
書
を
付
し
て
所
得
税
の
確
定
申

告
を
期
限
内
に
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で

行
う
と
、
最
高
５
千
円
の
所
得
税

の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
平

成
19
年
分
ま
た
は
平
成
20
年
分
の

い
ず
れ
か
１
回
）

②
添
付
書
類
が
提
出
不
要

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
イ
ー
タ

ッ
ク
ス
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の

領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
提

出
に
代
え
て
、
記
載
内
容
を
入
力

し
て
送
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。（
確
定
申
告
期
限
か
ら

３
年
間
は
添
付
書
類
の
提
出
ま
た

は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

③
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ

　

イ
ー
タ
ッ
ク
ス
で
申
告
さ
れ
た

還
付
申
告
は
早
期
処
理
さ
れ
ま
す
。

○
浦
庄
地
区　
３
月
11
～
14
日

○
予
備
日  

３
月
17
日

受
付
時
間 

午
前
９
時
～
11
時

30
分
、
午
後
１
時
～
３
時

申
告
相
談
会
場

　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室
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表 1インフルエンザとかぜの違い

インフルエンザ か　　ぜ

病　　原 インフルエンザ
ウイルス

アデノウイルスな
どのウイルスやそ
の他の細菌

感 染 力 感染力が強く、
短期間で流行する

感染力が弱く、徐々
に広がっていく

主な症状

①悪寒、関節痛、
　筋肉痛等の全身症状
② 38℃以上の発熱
　（3 〜 4 日間）

①鼻水、くしゃみ、
　咳、咽頭痛
②微熱程度の発熱

合 併 症
（重症化）

気管支炎、
インフルエンザ肺炎、
細菌性脳炎、脳症

まれである
（ほとんどない）

寺
田　

ゆ
う　

さ
ん
（
竜
王
）

明
治
40
年
11
月
４
日
生
ま
れ

　

め
で
た
く
百
歳
を
む
か
え
ら

れ
た
寺
田
さ
ん
に
県
か
ら
祝
い

状
と
記
念
品
、
町
か
ら
祝
い
状

と
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
、
お
元
気
で
お

過
ご
し
下
さ
い
。

祝
百
歳

（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　

http://w
w

w.nta.go.jp

　
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

　
　
　
　
　
の
申
告
に
つ
い
て

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
１
月
31
日
（
木
）

提
出
部
数　
１
部

提
出
先 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

※
税
務
課

　
　
　
　

℡
６
７
４―

１
１
１
５

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年
を
迎

え
、
み
な
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
今
回
の
健

康
メ
モ
は
、
冬
の
代
表
的
な
感
染

症
で
あ
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

病
態
と
そ
の
予
防
法
」
に
つ
い
て
、

お
話
し
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
病
態　

　
～
普
通
の
か
ぜ
と
違
う
？
～

　

み
な
さ
ん
は
、
普
通
の
か
ぜ
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
混
同
し
て
は

い
ま
せ
ん
か
。

　

普
通
の
か
ぜ
は
、の
ど
の
痛
み
・

鼻
水
・
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど
の
症

状
が
中
心
で
、
発
熱
も
微
熱
程
度

で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
重
症

化
せ
ず
、
治
ま
り
ま
す
。

　

一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

主
な
症
状
と
し
て
悪
寒
や
関
節
痛

な
ど
の
全
身
症
状
が
あ
り
、
38
℃

以
上
の
発
熱
を
と
も
な
い
ま
す
。

ま
た
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
、
乳
幼

児
で
は
熱
性
け
い
れ
ん
な
ど
を
併

発
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。（
表
１
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
法

～
予
防
接
種
編
～

　

ま
ず
は
、
流
行
前
に
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
流
行

前
の
接
種
が
必
要
か
と
い
う
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は

接
種
し
て
か
ら
約
２
週
間
か
か
っ

て
抗
体
が
で
き
、
効
果
が
発
揮
さ

れ
る
か
ら
で
す
。
流
行
前
と
い
う

と
だ
い
た
い
11
月
頃
で
す
が
、
昨

シ
ー
ズ
ン
の
よ
う
に
３
月
や
４
月

に
な
っ
て
も
流
行
が
続
い
て
い
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
ま
だ
接
種
し

て
い
な
い
人
は
、
か
か
り
つ
け
医

と
よ
く
相
談
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

～
日
常
生
活
編
～

①
流
行
期
に
は
人
混
み
を
避
け
る

　

人
混
み
を
避
け
る
と
い
っ
て
も

外
出
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
で
、
外
出
時
は
で
き
る
だ
け
マ

ス
ク
を
着
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
マ
ス
ク
を
着
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
他
人
か
ら
の
感
染
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
他
人
に
感
染
さ
せ

る
こ
と
も
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

②
外
出
後
は
、
必
ず
う
が
い
・
手

洗
い
を
す
る

　

う
が
い
や
手
洗
い
も
、
う
が
い

薬
や
殺
菌
効
果
の
あ
る
ハ
ン
ド

ソ
ー
プ
を
使
っ
て
、
念
入
り
に
行

う
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

③
室
内
の
湿
度
を
保
つ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

乾
燥
し
た
状
態
で
活
発
に
活
動
し

ま
す
。
そ
の
活
動
を
抑
え
る
た
め

に
も
、
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
部

屋
の
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
そ

の
際
、
定
期
的
に
室
内
の
換
気
も

必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

④
体
力
を
保
つ

　

体
力
が
低
下
す
る
と
、
病
気
に

対
す
る
抵
抗
力
も
低
下
す
る
た
め
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
（
回
数
・
内
容
）、

十
分
な
睡
眠
、
そ
し
て
、
あ
ま
り

厚
着
を
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
例
年
よ
り
１
カ
月
程
度
流

行
時
期
が
早
ま
っ
て
お
り
、
全
国

的
に
昨
年
の
11
月
初
旬
頃
か
ら
、

学
級
閉
鎖
な
ど
の
流
行
も
招
い
て

い
ま
す
。
今
回
の
健
康
メ
モ
で
お

話
し
し
た
予
防
法
を
実
践
し
て
、

ま
だ
ま
だ
続
く
寒
い
季
節
を
、
元

気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

「
乳
幼
児
医
療
よ
り
お
し
ら
せ
」

　

20
年
2
月
診
療
か
ら
社
会
保
険

加
入
者
は
乳
幼
児
等
医
療
費
請
求

書
を
病
院
等
で
提
出
す
る
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。

※
石
井
町
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
６
７
４
ー
０
０
０
１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

健康メモ
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（単位：千円）
区　　　　　分 決算額 構成比

自　

主　

財　

源

町税 2,385,918 31.0％
繰入金 493,470 6.4％
使用料及び手数料 259,902 3.4％
繰越金 257,117 3.3％
諸収入 168,848 2.2％
分担金及び負担金 110,145 1.4％
財産収入 11,604 0.1％
寄付金 300 0.0％

依　

存　

財　

源

地方交付税 2,158,202 28.1％
国庫支出金 455,618 5.9％
県支出金 432,654 5.6％
町債 301,200 3.9％
地方譲与税 293,588 3.8％
地方消費税交付金 216,426 2.8％
地方特例交付金 58,639 0.8％
自動車取得税交付金 43,492 0.6％
利子割交付金 14,598 0.2％
株式等譲渡所得割交付金 12,127 0.2％
配当割交付金 11,813 0.2％
交通安全対策特別交付金 4,656 0.1％

合　　　　計 7,690,317 100％

石 井 町 の 台 所 事 情
（単位：千円）

区　　　　　分 決算額 構成比
義務的
経　費

人件費 1,777,681 24.0％
公債費 1,087,450 14.7％
扶助費 969,503 13.1％

投資的
経　費

普通建設事業 715,049 9.6％
災害復旧事業 0 0.0％

その他
の経費

物件費 1,168,578 15.7％
繰出金 767,953 10.3％
補助費等 571,468 7.7％
維持補修費 199,930 2.7％
積立金 160,592 2.2％
投資及び出資金 0 0.0％

合　　計 7,418,204 100％

人件費
24.0％

義務的
経費
51.8％

公債費
14.7％

扶助費
13.1％

投資的経費
9.6％

その他
の経費
38.6％

物件費
15.7％

普通建設事業
9.6％

　　繰出金
10.3％

補助費等
7.7％

利子割交付金0.2％
株式等譲渡所得割交付金0.2％
配当割交付金0.2％
交通安全対策特別交付金0.1％

地方譲与税3.8％

地方消費税交付金2.8％

町債3.9％

国庫支出金5.9%

県支出金5.6%

地方　
交付税
　28.1％

依存
財源
52.2％

自主
財源

47.8％

町税
31.0％

繰入金
6.4％

使用料及び
手数料　3.4％

諸収入　2.2％

歳出

歳入
　

地
方
自
治
体
に
お
け
る
会
計
は
、

一
般
会
計
と
特
定
の
場
合
に
設
置

さ
れ
る
特
別
会
計
と
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
々
の
地
方
自
治
体
ご
と
で
各

会
計
の
範
囲
が
異
な
っ
て
い
る
た

め
、
各
市
町
村
の
財
政
状
況
を
比

較
す
る
場
合
、
統
計
上
統
一
的
に

普
通
会
計
と
い
う
会
計
区
分
が
よ

く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

石
井
町
で
は
、
一
般
会
計
と
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

②歳出決算額および構成比 ①歳入決算額および構成比

維持補修費2.7％

積立金2.2％

繰越金3.3％

分担金及び負担金1.4％財産収入0.1％

自動車取得税交付金0.6％

地方特例交付金0.8％
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平成18年度石井町普通会計決算

（単位：千円）

平成１８年度末現在高

町　　債 9,451,244千円

基　　金 3,640,790千円

　

地
方
公
共
団
体
が
財
政
を
運
営
し
て

い
く
上
で
の
原
則
の
ひ
と
つ
に
、
会
計

年
度
独
立
の
原
則
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
年
度
中
の
支
出

は
、
同
じ
年
度
中
の
収
入
を
も
っ
て
充

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で

す
。

　

し
か
し
、
施
設
の
建
設
な
ど
の
多
額

な
事
業
を
す
る
と
、
そ
う
も
い
き
ま
せ

ん
。
各
年
度
間
の
負
担
を
平
準
化
し
た

り
、
収
支
の
均
衡
を
図
っ
た
り
す
る
た

め
に
、
地
方
債
を
起
こ
し
た
り
、
積
み

立
て
て
い
る
基
金
を
取
り
崩
し
た
り
し

て
、
財
源
を
確
保
し
ま
す
。

　

地
方
債
と
は
、
地
方
公
共
団
体
が
１

会
計
年
度
を
超
え
て
行
う
借
入
れ
の

こ
と
を
い
い
、
町
が
起
こ
す
地
方
債
の

こ
と
を
町
債
と
い
い
ま
す
。
地
方
債
は

原
則
と
し
て
投
資
的
経
費
（
建
設
事
業

関
係
の
経
費
）
の
一
定
部
分
に
充
て
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
公
債
費
（
元
利
償

還
金
）
と
し
て
後
年
負
担
し
ま
す
。

　

積
立
金
と
は
特
定
の
支
出
目
的
の

た
め
、
年
度
間
の
財
源
変
動
に
備
え
、

前
も
っ
て
基
金
に
積
み
立
て
る
金
銭

の
こ
と
を
い
い
、
基
金
は
設
置
目
的
の

た
め
で
な
け
れ
ば
取
り
崩
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

石
井
町
の
普
通
会
計
に
お
け
る

町
債
と
基
金
の
平
成
18
年
度
末
現

在
高
は
≲
表
１
≳
、
過
去
10
年
間

の
推
移
が
≲
図
Ａ
≳
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
令
あ
る
い
は
そ
の
性
質
上
か

ら
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
て
、

削
減
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
難
し

い
義
務
的
経
費
と
は
、
職
員
な
ど

の
人
件
費
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付

や
児
童
手
当
な
ど
の
扶
助
費
、
建

設
事
業
な
ど
の
た
め
に
借
入
れ
た

町
債
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
の
状
況
は
、
平
成

18
年
度
決
算
額
は
≲
表
２
≳
、
過

去
10
年
間
の
推
移
が
≲
図
Ｂ
≳
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
に
つ
い
て
は
、
少
な
く

と
も
今
後
５
年
間
は
10
億
円
を
下

回
る
見
込
は
な
く
、
石
井
町
の
財

政
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
が
お
わ

か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

〈表１〉　町債・基金現在高

〈図 A〉　町債・基金年度末現在高の推移

〈図 B〉　義務的経費の推移 〈表２〉　義務的経費の状況

平成18年度決算額

公債費 1,087,450千円

扶助費 969,503千円

人件費 1,777,681千円

合　計 3,834,634千円
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○に入る言葉は何でしょう。
【問１】　平成 18 年度一般会計の決算額は、歳入総額 76 億 7，322 万１千円、
　　　　歳出総額○○億 354 万 4 千円です。

【問２】　所得税の確定申告及び贈与税の申告は、３月○○日（月）が申告・
　　　　納付の期限です。

10 月号の当選者（敬称略）　　　　　　※ 10 月号の答え「①地震　②メタボリック」
河野将之　宮前昴平（石井）、田尾直子（国実）、清水美智代　中川美智子　山口テル子（下浦）、
岡﨑明（高畑）、小原トシコ　中野祥子（南島）、福田眞治（市楽）
10 月号広報クイズの応募総数は 59 通でした。当選者の皆さんおめでとうございます！

※　記載例
【問１】 −○○億
【問２】 −３月○○日
住所・氏名（フリガナ）・
年齢（または学年）
イラスト・俳句など

　

国
民
文
化
祭
と
く
し
ま

２
０
０
７
「
民
俗
芸
能

の
祭
典
・
獅
子
舞
」
に
は
、

県
内
10
団
体
・
県
外
９
団

体
の
参
加
が
あ
り
、
熱
気

あ
ふ
れ
る
獅
子
舞
の
演
技

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

高
川
原
幼
稚
園
児
の
か
わ

い
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
、
石
井
中
学
校
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
の
演
奏
が
あ

り
、
開
幕
に
花
を
添
え
ま

し
た
。

　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により２月 29 日（金曜日）役場必着でご応募下さい。
抽選で 10 名の方に 1,000 円の図書カードを進呈します。
　また、クイズの答えの後にイラスト・俳句・教えて欲しい事など、どんどん書いて応募してくださいね。

河野友美さん（石井）

　

ひ
と
こ
と
で
「
獅
子
舞
」
と

い
っ
て
も
団
体
ご
と
に
獅
子
の

形
や
踊
り
方
が
違
っ
て
い
て
、

観
客
は
各
団
体
の
演
技
を
楽
し

み
、
大
き
な
拍
手
や
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
獅
子
舞

と
あ
い
っ
こ
連
が
阿
波
踊
り
の

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
会
場
を
乱
舞

し
、
会
場
が
大
き
く
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

宮本紗妃さん（石井） みんなのイラスト待ってるよ！

イラスト紹介

図書カードを当てよう！広報クイズ

みんなの
ページ
だよ！

図書カードを当てよう！広報クイズ

ふれあ
い広場ふれあい

広
場

「民俗芸能の祭典・獅子舞」



（13） 広　報　い　し　い 平成 20 年 1 月 27 日　第 141 号

な
ぎ
し
面
に

　

岸
辺
う
つ
し
て

　
　

ゆ
ら
れ
行
く

　

天
然
の
美
や

　
　

絵
画
の
ご
と
し

井
上　

澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

十
三
夜

　

窓
辺
明
る
く

　
　

更
け
て
ゆ
く

　

大
空
高
く

　
　

雲
一
つ
無
し

後
藤
カ
ツ
ヱ
さ
ん
（
東
高
原
）

秋
深
し

　

若
作
り
し
て

　
　

古
希
迎
え

　

遠
き
昔
へ

　
　

ゆ
め
物
語
り

中
山　

幸
子
さ
ん
（
関
）

天
空
に

　

映
ゆ
る
紅
葉
を

　
　

見
つ
つ
今

　

感
謝
す
る
の
は

　
　

自
然
の
営
み

一
宮　

一
郎
さ
ん
（
石
井
）

紅
葉
の

　

北
の
大
地
に

　
　

そ
ろ
そ
ろ
と

　

冬
将
軍
の

　
　

到
来
告
げ
て

中
川　

美
智
子
さ
ん
（
下
浦
）

散
歩
道

　

黄
金
色
し
た

　
　

稲
穂
た
ち

　

心
の
成
長

　
　

頭
さ
が
る
る

美
馬
ト
シ
子
さ
ん
（
下
浦
）

奥
深
き

　

霧
立
ち
登
る

　
　

滝
の
音

　

神
秘
の
泉

　
　

エ
メ
ラ
ル
ド
色

桑
村
千
代
子
さ
ん
（
下
浦
）

枯
れ
て
尚

　

水
路
狭
め
る

　

葦
の
群む

れ生

野
口　

直
之
さ
ん
（
重
松
）

す
す
き
の
穂

　

お
い
で
お
い
で
と

　
　

月
ま
ね
く

後
藤
サ
ダ
子
さ
ん
（
東
高
原
）

木
枯
ら
し
や

　

肌
身
さ
す
風

　
　

冬
支
度

泉　

史
子
さ
ん
（
下
浦
）

秋
晴
に

　

松
の
剪
定

　
　

鳥
の
声

福
田　

眞
治
さ
ん
（
市
楽
）

温
暖
化

　

山
の
ハ
ッ
パ
は

　
　

色
遅
刻

喜
多　

盛
さ
ん
（
石
井
）

●
ハ
ガ
キ
で

　

◆
広
報
ク
イ
ズ

　

◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　

◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒
の

　
　
油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ

　
　

い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　

◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　

◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

　
　

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　

◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介（
３
歳
前
後
・

　
　

写
真
、
コ
メ
ン
ト
を
同
封
し

　
　

て
く
だ
さ
い
）

　

◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
を
飾
る

　
　

写
真
（
未
発
表
作
に
限
り
ま

　
　
す
）

　

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

年
齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら

ず
書
い
て
郵
便
で
お
送
り
下
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

高
川
原
字
高
川
原
一
二
一—

一

石
井
町
役
場

　
　
　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

〒 779-3295

感
謝
し
て

　

送
迎
バ
ス
で

　
　

敬
老
会

山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
浦
）

さ
そ
い
あ
い

　

健
康
ま
つ
り

　
　

た
の
し
み
に

後
藤　

幸
子
（
東
高
原
）

輝
け
石
井

　

終
の
栖
と

　
　

き
め
た
町

松
島　

秀
子
（
石
井
）

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
を
受
け
、

石
井
町
高
川
原
の
三
社
神
社
勇
獅
子
保
存
会
が
、

獅
子
舞
用
具
一
式
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▲獅子舞道具一式

▲獅子頭

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　

助
成
事
業

応
募
方
法
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後期高齢者医療制度が始まります
●資格について
　現在、老人保健に加入している方は、3 月 31 日で国民健康保険または被用者保険（健康保険組合等）
から脱退し、4 月 1 日より自動的に後期高齢者医療の被保険者となります。
●保険料について
　保険料は、保険者全員に負担していただく「均等割額」と、その方の所得に応じて負担していただく「所
得割額」の合算により算定されます。賦課限度額（上限額）は、年額 50 万円に設定されています。

保険料＝均等割額＋所得割額
　　　　　　　　均等割額　40,774 円（年額）
　　　　　　　　所得割額　被保険者本人の基礎控除後の総所得金額等 ×7.43％
　　　　　　　　※所得割率 7.43％は徳島県全県一律
●保険料の軽減措置について

◆低所得世帯の方への軽減
低所得世帯に属する被保険者については、均等割額が軽減されます。軽減される割合は、世帯の所得に
応じて、７割、５割、２割の３種類となります。

◆後期高齢者医療に加入する直前まで被用者保険の被扶養者であった方への軽減
新たに本人に保険料の負担が課せられるので、激変緩和として、制度加入時から 2 年間は、均等割額
を 5 割軽減し、所得割は課されません。また、これとは別に、平成 20 年度については時限措置として、
4 月から 9 月までの間は保険料の徴収はされず、10 月から 3 月まで間の保険料は均等割額が 9 割軽
減され、保険料は年間で約 2，000 円となります。
◎保険料の試算は、徳島県後期高齢者医療広域連合 HP（http://www.koukikourei-tokushima.jp/）や
長寿社会課で行うことが出来ますのでご相談ください。

●医療費が高額になったとき
１年間（8 月 1 日から 7 月 31 日まで）に支払った「後期高齢者医療」及び「介護保険」の自己負担額の
世帯合算額が限度額を超えた場合は、申請によりその金額が高額介護合算療養費として支給されます。
●被保険者証について
被保険者証は、平成 20 年 3 月中に一人１枚交付します。
●平成 20 年 3 月下旬に転入・転出などの異動をする方は
４月１日の制度施行に合わせ被保険者証を一括送付するため、3 月下旬に転入・転出等をされた方に、前
住地の市町村から保険証等が届く可能性があります。この保険証は使用できないので、前住地の市町村へ
返却してください。新しい保険証は、転入先の市町村より交付されます。また、このような場合には、保
険証が 4 月に届く場合があります。
●「限度額適用・標準負担額認定証」「特定疾病療養受療証」をお持ちの方は
老人保険制度でこれらの証をお持ちの方は、平成 20 年 3 月末までに後期高齢者医療広域連合から新たに
証を交付します。現在お持ちの証は、3 月末で使用できなくなります。
●葬祭費について
葬祭を行う方に対して葬祭費２万円が支給されます。

【問い合わせ先】　長寿社会課　℡674-6111　徳島県後期高齢者医療広域連合　℡677-3666

総所得金額等が下記の金額以下の世帯（被保険者および世帯主） 軽減割合

33万円 ７割

33万円＋24.5万円×当該世帯に属する被保険者の数（被保険者である世帯主を除く） ５割

33万円＋35万円×当該世帯に属する被保険者の数 ２割

※ 65 歳以上の方の公的年金等に係る所得については、その所得から 15 万円差し引いて計算します。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

発行／石井町　編集／企画財政課　印刷／遠藤印刷株式会社


